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4 年 1 月 1 0 日

新 潟 県 知 事    殿 　
　

    　

〒 電  話 △△△ 1

△△県△△市△△町△丁目△－△ △△△－△△△△ 2

3

代表取締役　△△　△△ 4

5

6

（代理人）△△△－△△△△      7

年 月 日

0 4 0 1 0 1

1

2

3

計 ㎡ 計 ㎡

1

2

3

権利者の氏名

1

2

3

番

号

1

2

3

番

号
百万 千 ㎡ 百万 千 円 十億 百万 千 円

1 6 0 0 0 0 0 7 0 0 0 0 8 6 0 0 0 0 0 0

2 1 6 5 0 0 3 5 0 0 0

3 6 0 0 0 0 0 5 0 0 0 1 2 0 0 0 0 0
算

百万 千 ㎡ 百万 千 円 十億 百万 千 円 十億 百万 千 円

2 2 1 6 5 0 0 5 2 1 4 5 1 1 5 5 7 7 5 0 0 0 8 7 2 0 0 0 0 0

百万 千 ㎡

2 5 0 0 0 0 0

％ 人

番号２の土地は、底地取引を行おうとするものであり、（底地割合５割）当該土地には、賃借人△△△△所有の店舗併用住宅（木造２階、100㎡、平成７年築）が
建っている。

都市計画法上の
区域

（市街化区域、市街化調整区域、非線引き都市計画区域、都市計画区域外）
用途地域（無指定、第　種低層住居、第　種中高層住居、第１種住居、準住居、近隣商業、商業、準工業、工業、工業専用）

　容 積  率　　　％
　建ぺい率　　　％

 その他参考と
なるべき事項

利

用

目

的

利用計画の
概         要

人工面率

土
地
の
利
用
目
的
等
に
関
す
る
事
項

○○市○○町○丁目周辺

用途等

開発許可担当部局と協議中

利用目的に係
る土地の面積

単　価（円／㎡） 対価の額（円）

権利者の住所

権利取得者（譲受人）

住  所 △△△－△△△△

様式第三（様式３－１－１）

土 地 売 買 等 届 出 書
令和

地           番

6,000

16,000

165

5,500

宅地

〃

山林

○○○○ 165

△△　△△　　　 運 輸 業

○○市○○町大字○○字○○

所                                                     在

そ の 他

契約締結年月日氏                         名

土 地 に 関 す る 対 価  の 額 等

宅地

登  記  簿

譲
受
人
業
種

不 動 産 業

1，000本　所

当

なし

賃借権

な　し

事項参照）

契約の相手方（譲渡人）の住所

　　　　　　　　　　　　　　　ついて下記のとおり届け出ます。

電話

契約の相手方等
に関する事項

土
 

地
 

に
 

関
 

す
 
る
 

事
 

項

登記簿（㎡）

建 設 業

金 融 保 険 業氏  名 株式会社　△△△△
製 造 業

商 業（担当者）　　　代理人　　　　　　　　

　　　　　　　　〃

現      況
登                記                 簿

町  又  は  字
住   居   表   示

昭和58年築
4,300㎡　所

鉄筋コンク
リート3階建

地                     目

○○市○○町○丁目○○

〃

店舗併用住宅

 種　別

番
 

号

面                    積

権 利 者 の 住 所

22,16521,665

山林　　　　　　　　〃

有
・
無

利
用
の
現
況
の
変
更

（４人/戸） 計画人口７５→９０ 360

利用目的に係
る土地の所在

その他

宅地分譲

予定戸数　９０戸（１戸平均１８０㎡）

有権

特記事項
地　上　権　又　は　賃　借　権　の　場　合

存続期間 残存期間 堅固・非堅固の別

　工作物等に関する対価の額等

1,120,000,000

対価の額（円）種　類

工場

（市町村受理番号　第　　号）

地代（年額・円）

該当なし

移　転　又　は　設　定　に　係　る 権 利 以 外 の 権 利

所 有 権 以 外 の 権 利

工場

種 別

種　類

内 容 

所　　有　　権

20年生約

参考とな

杉林

（その他
るべ
き

内容

対
価
の
額
等
に
関
す
る
事
項

有
・
無

移

転

又

は

設

定

に

係

る

土

地

に

関

す

る

権

利

の

内

容

に

関

す

る

事

項

実

測

清

宅地

〃

山林

1

〃

地目（現況）

移転又は設定の態様

権利者の氏名

山林

所有者の氏名所有者の住所 種別

〃

〃

　
有権

該

該

利　用　の
現        況

届　　出　　に　　係　　る　　権　　利　　以　　外　　の　　権　　利

所　　　　　　有　　　　　　権

所有者の氏名所 有 者 の 住所

所　 有　 権　 以　 外　 の　 権　 利

※    　市  町  村  受  付  印

概　要

 移転又は設定
に係る権利

物
等
に
関
す
る
事
項

土
地
に
存
す
る
工
作

 国土利用計画法第23条第1項の規定に基づき、土地に関する所有権　（地上権・賃借権・その他）　の移転　(設定)　をする契約の締結に

記

△△　△△

内　容

○○○○

工場 な　し当該当

　　　　〃　　　　○丁目○
○

　　　　〃　　　　　　　　　○
○○○○○

番
 

号

△△県△△市△△町△番地△ △△　△△

○○市○○町○丁目○
（期間30年（残存15年）非堅固建物目的、地代25,000/月）

番
 

号 実  測（㎡）

16,000

※  県　 受 　付 　印

　な　し

合計(ａ)

該　当

平 均（(b)÷(a)）

〃

売買

〃

〃

面　積（㎡）

合計

杉

5,775,000

30,000,000
合計（ｂ）

届出期限は契約締結日から２週間以内です
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－届出制度の概要－ 
 

最近の地価動向等を踏まえ、土地取引規制を合理化し、土地取引の円滑化に資するた

め、国土利用計画法の一部を改正する法律が平成１０年９月１日から施行されました。 

この改正に基づく届出制度の概要は次のとおりです。 

 

１ 事後届出制 

（１）事後届出制 

大規模な土地について、売買等の取引をした場合には、契約を締結した日から起

算して２週間以内に土地の権利取得者（売買の場合は買主）が土地の利用目的及び

取引価格等を県知事に届け出なければなりません。 

 

（２）利用目的に関する助言・勧告等 

県知事は、適正かつ合理的な土地利用を図るため、土地の利用目的に関し必要な

助言・勧告等を行うことができます。 

 

※ 令 和 ４ 年 ４ 月 １ 日 現 在 、 新 潟 県 内 全 域 に 

お い て 事 後 届 出 制 が 適 用 さ れ て い ま す ｡ 
 

～事後届出制の流れ～ 

 

大規模な土地について売買等の契約を締結した者のうち権利取得者 

 

（契約を締結した日から起算して２週間以内） 

 

 

県知事に届出（市町村長経由）    不勧告         不勧告 

 

（あっせん等） 

 

利用目的について審査        勧 告   従わないとき   公表 

 

（必要に応じ助言） 

 

２ 注視区域(事前届出制） 

（１）注視区域の指定 

県知事は、地価が一定の期間内に社会的経済的事情に照らして、相当な程度を超え

て上昇し、または上昇するおそれがあり、これによって適正かつ合理的な土地利用の

確保に支障を生ずるおそれがあると認められる区域を、期間を定めて、注視区域とし

て指定できます。 

 

 

従うとき 
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（２）注視区域における届出等 

注視区域が指定されている場合、当該区域内で一定面積以上の土地について、取引

をしようとする場合には、契約締結前に取引予定価格及び利用目的等を届け出なけれ

ばなりません（事前届出制）。 

 

（３）勧告等 

県知事は、適正かつ合理的な土地利用を図るため、取引内容の変更又は取引中止の

勧告等を行うことができます。 

 

※ 令 和 ４ 年 ４ 月 １ 日 現 在 、 新 潟 県 内 に お い 

て 注 視 区 域 に 指 定 さ れ て い る 区 域 は あ り 

ま せ ん （ 事 前 届 出 制 の 適 用 は あ り ま せ ん ） 。 
 

 

「事後届出」と「注視区域（事前届出制）」の概要を比較すると以下のとおりです。 

（注） 届出制度の詳細については、新潟県土木部用地・土地利用課あるいは、最寄

りの市役所・町村役場（新潟市については区役所）にお尋ねください。 

 

次ページからは、「事後届出制」の仕組みについて、詳しく説明いたします。 

項 目 事後届出制 注視区域（事前届出制） 

届 出 の 

時 期 

・契約を締結した日から起算して 

２週間以内に届出 

・契約を締結しようとする日の６週

間前までに届出 

届 出 

義 務 者 

・取引の当事者のうち権利取得者 

（売買の場合は買主） 

・取引の当事者（売買の場合は売主

と買主の両者） 

届 出 の 必

要 な 取 引 

・土地に関する権利の移転又は設定をする契約（土地売買等の契約） 

 

 

届 出 の 必

要 な 面 積 

・市街化区域                    2,000㎡以上 

・市街化区域以外の都市計画区域           5,000㎡以上 

・都市計画区域外                  10,000㎡以上 

 

届 出 後 の

審査・勧告

等 

土地の利用目的について審査を行

い、その利用目的が公表されている土

地利用に関する計画に適合しない場合

には、利用目的の変更を勧告します。 

取引価格について、指導・勧告等は行

いません。 

取引予定価格と利用目的につい

て、審査を行います。 

価格が著しく適正を欠く場合、利

用目的が土地利用に関する計画に適

合しない場合等には取引内容の変更

又は中止を勧告します。 
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１ 届出の必要な土地取引 
 

(１) 届出の必要な面積 

一定面積以上の土地について、土地売買等の契約を締結した場合には、届出が必要

です。 

また、当該土地を含む一団の土地が一定面積以上となるものを取得する場合も届出

が必要となります。 

 

◇ 一定面積以上とは次のとおりです。 

 

市街化区域             ２，０００㎡以上 

市街化区域以外の都市計画区域    ５，０００㎡以上 

都市計画区域外          １０，０００㎡以上 

 

 

◇ 一団の土地について 

ア 個々の取引面積は小さくても、合計していくと届出の必要な面積以上となる一団 

の土地を取得する場合には、届出が必要となります。（買いの一団） 

※買いの一団の例：複数の地権者から開発業者が土地を取得する場合 

イ 一団の土地として認定する要件としては、主体の同一性、物理的一体性、計画的 

一貫性があります。時間的に間隔をあけたバラ買いであっても当事者の業種、周辺 

の土地利用の状況等によっては計画的一貫性を認定する場合があります。 

 

◇ 共有地の持分を取得した場合 

共有地の持分を取得した場合については、届出が必要かどうかの判断は、共有地全 

体の面積ではなく、全体面積に持分割合を乗じた面積で判定します。 

 

(２) 届出の必要な土地取引の種類 

届出を必要とする土地売買等の契約は次の要件をすべて満たすものです。 

ア 土地に関する所有権、地上権若しくは賃借権又はこれらの権利の取得を目的とす 

る権利の移転又は設定であること。 

イ 上記の権利の移転又は設定が対価の授受を伴うものであること。 

ウ 上記の権利の移転又は設定が契約により行われるものであること。 

 

具体的には次の土地取引は届出が必要です。 

 

売買、売買予約、入札、保留地処分（区画整理）、共有持分の譲渡、営業譲渡、  

譲渡担保、代物弁済、代物弁済の予約、交換、予約完結権の譲渡、買戻権の譲 

渡、停止条件付契約、解除条件付契約、現物出資、法人の所有する土地の取得 

を目的とする株式の売買、権利金・一時金を伴う地上権・賃借権の設定・移転 
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エ 権利金・一時金を伴わない地上権・賃借権の設定・移転であっても、次の場合は 

届出が必要です。 

(ア) 著しく高額な賃料の場合で、権利金相当額が賃料に転嫁されていると解される 

とき。 

(イ) 契約期間満了時に無利息で返還される保証金は権利金・一時金とは解されませ 

んが、保証金の額が著しく高額でその運用益相当額が権利金・一時金と見なされ 

るとき。 

(ウ) 全体計画面積が届出の必要な面積以上の土地のうち、面積要件未満の土地を売 

買し、残りの土地を借地する場合であっても、土地の売買価額が著しく高額な場 

合であるため、その売買価額に借地権設定契約の一時金相当額が転嫁されている 

と認められるとき。 

 

(３) その他の重要事項について 

ア 予約とは、当事者を法的に拘束する予約 債権、債務関係が既に生じている状態

をいいます。 

イ 手付金又は実質的にこれと同様の性格を有する金銭等の授受が行われた場合に

は、形式的な文書の有無等のいかんを問わず契約がなされたことになりますので、

手付金等金銭の授受が行われた場合には、届出が必要です。 

ウ 農地法第５条の許可（転用許可）を条件とする所有権移転契約（予約、仮契約も 

含む）や仮登記を行う場合も届出が必要です。 

 

(４) 次の場合は届出が必要ありません。 

 

 

権利金・一時金を伴わない通常の賃料での借地、農地法第３条第１項の許可を 

受けて行う取引、当事者の一方が国又は地方公共団体等の場合、地役権・永小 

作権・抵当権・不動産質権の移転・設定、工場財団等の移転、相続・遺産の分 

割、遺贈・負担付遺贈・包括遺贈、贈与・負担付贈与・財産分与、法人の合併、 

信託の引受及び終了、予約完結権の行使、買戻権の行使、交換分合(土地改良)、 

土地収用法に基づく事業認定の告示があった場合、換地処分（土地改良、区画 

整理）、権利変換（都市再開発）、共有持分の放棄、滞納処分、強制執行、担保 

権の実行としての競売、民事調停、家事審判、裁判上の和解等 
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２ 届出の方法等 
 

(１) 契約を締結した日から起算して２週間以内に、土地の権利取得者（売買の場合は、

買主）は知事あての届出書を土地の所在する市役所・町村役場（新潟市については区

役所）に届け出てください。 

(２) 提出した届出書の形式審査の結果、瑕疵がなければ、市町村長から受理書が交付さ

れます。 

受理書に記載されている市町村の受理日が３週間の審査期間の起算日となります。 

なお、審査期間は、延長通知により延長される場合がありますが、最長でも６週間

です。 

(３) 県では市町村から届出書が届くと、必要に応じて現地調査を行うとともに、利用目

的審査を行います。 

(４) 審査の結果、問題がない場合は手続きは終了となり、特別な場合を除き不勧告通知 

書は送付しません。 

また、土地の利用目的について、適正かつ合理的な土地利用を図るために必要な助 

言をする場合があります。 

(５) 審査の結果、その利用目的が、土地利用基本計画その他の公表されている土地利用

に関する計画に適合せず、当該土地を含む周辺の地域の適正かつ合理的な土地利用を

図るために著しい支障があると認められる場合は、利用目的変更の指導を行います。 

(６) 指導後、利用目的を変更される場合は「利用目的変更届」（ｐ１４）を提出してく 

ださい。 

変更後の利用目的が問題ない場合は、手続きは終了となります。 

(７) 指導後、利用目的の変更をしていただけない場合は、土地利用審査会の意見を聴い

た後、利用目的を変更するよう勧告します。 

勧告に応じず土地の利用目的を変更されない場合は、新聞・テレビ等により氏名及

び勧告の内容を公表することになります。 

 

届出期間計算の例（令和３年３月３日、７日に契約した場合の届出期限） 

日 月 火 水 木 金 土 

  1 2 3 4 5 6 

7 8 9 10 11 12 13 

14 15 16 17 18 19 20 

21 22 23 24 25 26 27 

28 29 30 31       

 

契約日 3月3日  届出期限 3月16日  契約日 3月7日  届出期限 3月22日 

 

届出期限は契約を締結した日から起算して２週間目の日ですが、その日が行政機関の休 

日の場合はその翌日が届出期限となります。（右上の例ではさらにその翌日） 

 

日 月 火 水 木 金 土 

  1 2 3 4 5 6 

7 8 9 10 11 12 13 

14 15 16 17 18 19 20 

21 22 23 24 25 26 27 

28 29 30 31       
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３ もう一度届出が必要な場合 
 

契約内容を変更して、新たに契約を締結した場合等は、再度届出をしてください。 

 

４ 違反について 
 

次の場合には、国土利用計画法違反となり、６か月以下の懲役又は１００万円以下の 

罰金に処せられる場合があります。 

 

(1) 届出が必要であるにもかかわらず、契約を締結した日から起算して２週間 

以内に届出をしなかった場合 

(2) 虚偽の届出をした場合 

 

 

５ 届出書の記載の仕方 
 

(１) 届出書の作成単位 

原則として、一つの土地売買契約ごとに一つの届出書を作成してください。 

例えば、開発業者が複数の地権者から土地を取得する場合等は、地権者の数だけ土地

売買契約を締結することになるので、地権者の数だけ届出書を作成してください。 

※ 一団の土地を取得するために、同一の譲受人が複数の譲渡人と別々の契約を締結

した場合、別々の契約を一枚の届出書にまとめて提出しても差し支えない場合があ

るのでご相談ください。なお、まとめて提出する場合であっても、国土利用計画法

第23条第１項の規定に基づく「契約を締結した日から起算して２週間以内」の提出

期限は、全ての契約に適用されます。 

 

ただし、次の場合は例外となりますので注意してください。 

・  複数の市町村にまたがる一団の土地の売買契約を締結した場合は、土地の所在 

する市町村ごとに届出書を作成してください。 

・  共有地の場合で共有者が一緒に契約を締結した場合は、同一の届出書に連名で

記載してください。 

 

(２）権利取得者（譲受人）の住所・氏名欄及び前文等 

ア ※の欄には記載しないでください。 

イ 郵便番号、電話番号は必ず記載してください。 

ウ 法人の場合、氏名の欄には、その名称及び代表者の職名・氏名を記載し、担当

者の欄には実務担当者の所属名・氏名を記載してください。 

エ 売買の場合は前文の所有権と移転を○で囲んでください。 
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(３) 契約の相手方等に関する事項 

ア 契約の相手方が法人の場合、氏名の欄には、その名称及び代表者の職名・氏名を

記載してください。 

イ 契約締結年月日は、予約契約の場合はその締結年月日を記載してください。 

 

(４) 土地に関する事項 

ア １行ごとに１筆づつ記載してください。筆数が多くて書ききれない場合は、届出 

書に地番○○○ほか○筆明細は別紙のとおりと記載し、届出書の様式に準じた別紙

を作成してすべての筆とその合計を記載してください。 

イ 地目の欄には、田、畑、宅地、山林等の区分により記載してください。 

ウ 実測面積により契約した場合は、実測面積の欄にも面積を記載してください。 

なお、実測していない場合であっても、一般的に縄のび率が存在しており、その 

実測面積の推定が可能な場合で、その推定実測面積で契約をしたときには、実測欄

に推定実測面積とかっこ書きし、推定実測面積を記載してください。 

エ 届出に係る権利以外の権利における所有権の欄は、所有権の移転の場合には記載 

の必要はありません。 

オ 届出に係る権利以外の権利における所有権以外の権利の欄は、所有権の移転の場

合に、賃借権など所有権の移転後も引き続き存続する権利がある場合に限り、その

内容を記載してください。 

 

(５) 土地に存する工作物等に関する事項 

ア 土地の所有権の移転の場合は、土地の所有権の移転と併せて権利の移転が行われ

る建物や立木等の工作物等がある場合に、その種類と概要（建物の場合は構造、面

積、建築年次、立木の場合は樹種、本数又は植栽面積、樹齢又は幹廻り）を記載し

てください。 

イ 移転又は設定に係る権利の欄には、土地の所有権の移転と併せて権利の移転が行

われる工作物等の権利の内容を記載してください。例えば、土地と建物の所有権を

併せて取引した場合は所有権と記載してください。 

ウ 移転又は設定に係る権利以外の権利における所有権の欄には、土地の所有権の移

転と併せて権利の移転が行われる工作物等の権利が所有権の場合は、記載の必要は

ありません。 

エ 移転又は設定に係る権利以外の権利における所有権以外の権利の欄には、土地の

所有権の移転と併せて権利の移転が行われる工作物等の権利が所有権の場合は、賃

借権など所有権の移転後も引き続き存続する権利がある場合に限り、その内容を記

載してください。 

また、建築物に借家人がいる場合は、所要の事項を記載してください。 

 

(６) 移転又は設定に係る土地に関する権利の内容に関する事項 

ア 移転又は設定の態様の欄には、売買、交換、賃借権の設定、代物弁済予約等の態 

様を記載してください。 

イ 地上権又は賃借権の場合の欄及び特記事項の欄は、土地の所有権の移転の届出の 

場合は、記載の必要はありません。 
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(７) 対価の額等に関する事項 

ア 単価が同一の場合はすべての筆をまとめて記載してかまいません。 

なお、地目ごとに単価が異なる場合は、地目ごとに複数の筆をまとめて記載して 

かまいません。 

また、同じ地目でも筆ごとに単価が異なる場合は、土地に関する事項の欄の筆ご 

との区分に対応させて記載してください。 

イ 筆数が多くて書ききれない場合は、届出書に明細は別紙のとおりと記載し、届出 

書の様式に準じた別紙を作成して、すべての筆を記載し（合計については届出書に 

記載する）てください。 

ウ 工作物等に関する対価の額等の欄には、建物又は立木の種類ごとに記載してくだ 

さい。 

また、消費税額（地方消費税を含む）に相当する額を含む額を記載してくださ

い。 

エ 実測清算の有無の欄は、登記簿の面積で契約を行い、のちに実測面積に従って、

清算を行う場合には「有」を○で囲み、その他の場合には「無」を○で囲んでくだ

さい。 

 

(８) 土地の利用目的等に関する事項 

ア 住宅、工場、ゴルフ場、植林、担保目的、現況のまま利用等の用途のほか「土地

選定の理由」（隣に存する工場の増設のため等）を可能な限り詳細に記載してくだ

さい。 

イ 住宅団地の場合は建築予定戸数、マンションの場合は階数・室数等も記載してく 

ださい。 

ウ 土地の所有権の移転の届出の場合で、土地利用の現状を変更しない担保目的等に

係るものにあっては、現状維持である旨とともにその必要性の事由（借入金の担保

のため等）も記載してください。 

エ 利用目的に係る土地の面積の欄には、全体計画の面積を記載してください。 

オ 利用の現況の変更の欄には、造成・建築等区画形質の変更を行う場合は「有」を 

○で囲んでください。 

カ 人工面率の欄には、利用目的に係る土地の面積に占める樹林地、草地、水辺地、

岩石地及び砂地（農地、採草放牧地及び芝生、庭園木等の植栽された土地を除く）

以外の土地の面積の割合の現況と計画を○○→○○％の様に記載してください。 

キ 計画人口の欄には、住宅団地の場合は想定人口を、工場団地等の場合は計画従業

員数を、リクリエーション施設の場合は想定入り込み者数と計画従業員数を合算し

て記載してください。 

 

(９) 都市計画法上の区域について 

該当する項目を○で囲み、必要事項を記載してください。 
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(10) その他参考となるべき事項 

ア 譲受人業種の欄（「届出書」の右上）は、必ず該当する業種の番号を○で囲んで

ください。 

イ 営業補償、移転料、建物撤去費等その名目のいかんを問わず、土地に関する権利

の移転又は設定をする契約に付随し、あるいは相当因果関係を有すると認められる

支出を内容とする契約が行われた場合には、その対価の額等契約の内容を記載して

ください。 

ウ 開発許可の見通し、その他の参考事項を記載してください。 

エ 土地の所有権の移転の届出の場合で、土地の所有権は移転するが、家屋の所有権

は移転しない場合には、土地に存する工作物等に関する事項に準じた内容を記載し

てください。 

 

(11) その他 

ア 代理人による届出の場合 

（代理権の存在を証する委任状の添付が必要です。） 

・国土利用計画法第２３条の規定による土地売買等の届出に関する一切の権限

（届出書の提出、取下げの申出、利用目的の変更の申出、不勧告通知書等の受領

その他）の委任を受けている場合 

権利取得者の住所・氏名欄には、委任者の住所、電話番号、委任者名を記載

し、担当者の欄には代理人の表示と受任者の氏名、電話番号を記載してくださ

い。 

なお、委任を受けた権限の範囲等を本人に確認する場合がありますので、本人

（委任者）の電話番号は必ず記載してください。 

 

 

イ 共有で取得する場合及び共有持分を取得する場合 

(ア) 共有で取得する場合 

権利取得者の住所・氏名の欄は代表者の住所・氏名及びほか○名別紙のとおり

と記載し、別紙に共有者全員の持分割合、住所・氏名を記載してください。 

なお、複数の共有者から土地の権利を移転する場合については、契約の相手方

に関する事項の欄は、筆頭者の住所・氏名及びほか○名別紙のとおりと記載し、

別紙に各共有者の持分割合、住所・氏名を記載してください。 

(イ) 共有持分を取得する場合 

土地に関する事項の欄の中の面積の合計欄に、全体面積、持分割合及び全体面

積に持分割合を乗じた数値を記載してください。 

対価の額等に関する事項の欄の中の面積欄には、全体面積に持分割合を乗じた

数値を記載してください。 
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ウ 交換の届出の場合 

(ア) 交換により取得する土地の面積が面積要件以上の場合は、届出が必要です。

（交換により取得する土地と交換する土地の双方の面積がともに面積要件以上の

場合はそれぞれの土地ごとに、一方の土地のみの面積が面積要件以上の場合はそ

の土地について届出が必要です。） 

(イ) 交換の届出の場合、移転又は設定に係る土地に関する権利の内容に関する事項

の欄の中の移転又は設定の態様の欄に交換と記載してください。 

(ウ) 対価の額については、交換する土地を評価した額を記載してください。 

(エ) その他参考となるべき事項の欄に交換する土地の所在、地目、面積を記載して 

ください。 

(オ) 交換差金の支払いがある場合、その他参考となるべき事項の欄に、その内容が

分かるように記載してください（例○○○○から○○○○に△△△円交換差金を

支払う）。 

(カ) 位置図、周辺状況図、更正図（公図）、土地売買等の契約書の写し等添付図書

については、交換する土地のものも添付してください。 

(キ) 交換する土地が異なる市町村に所在する場合に、例えばＡ市の土地とＢ町の土

地を交換する場合、それぞれが面積要件以上のときは、Ａ市の土地を交換により

取得する届出をＡ市役所に、Ｂ町の土地を交換により取得する届出をＢ町役場に

行ってください。 

 

エ 地上権、賃借権の設定、移転の届出の場合 

(ア) 前文には権利の種別として、地上権又は賃借権を○で囲み、かつ設定又は移転 

も○で囲んでください。 

(イ) 土地に関する事項の中の届出に係る権利以外の権利の欄の所有権の欄には、底

地権者の住所及び氏名を記載してください。 

(ウ) 移転又は設定に係る土地に関する権利の内容に関する事項の中の移転又は設定

の態様の欄には、賃借権又は地上権の移転又は設定と記載し、地上権又は賃借権

の場合の欄には、存続期間、残存期間、堅固・非堅固の別、地代のそれぞれの欄

にその内容を記載してください。 

(エ) 土地に関する対価の額等の欄の面積の欄には、土地の面積をそのまま記載し、

金額については対価の額の欄に権利金又は一時金相当額を記載し、対価の額を面

積で除して単価を算定して記載してください。 

(オ) その他参考となるべき事項の欄には、当事者で合意した借地権割合がある場合 

はその割合を記載してください。 

 

オ 譲渡担保、代物弁済等の届出の場合 

(ア) 移転又は設定に係る土地に関する権利の内容に関する事項の中の移転又は設定 

の態様の欄には、譲渡担保、代物弁済等と記載してください。 

(イ) 対価の額については、原則として当該土地の評価額を記載してください。 

(ウ) その他参考となるべき事項の欄に、被担保債権額又は優先弁済の極度額等を記 

載してください。 
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カ 会社設立の現物出資の届出の場合 

(ア) 移転又は設定に係る土地に関する権利の内容に関する事項の中の移転又は設定 

の態様の欄には、会社設立のための現物出資等と記載してください。 

(イ) 対価の額については、現物出資者に対して与えられる株式の発行価額を記載し 

てください。 

(ウ) 利用目的については、本社事務所用、工場用等新会社設立後に予定している利 

用目的を具体的に記載してください。 

(エ）その他参考となるべき事項の欄には、現物出資である旨、土地が新会社のため

に取得されるものである旨、譲受人である発起人総代と新会社との関連、新会社

の設立時期等を記載してください。 

 

 

キ 土地区画整理事業における仮換地指定後の届出の場合 

届出の面積要件の判定は仮換地の指定を受けた土地の面積で行います。 

土地に関する事項の欄には、従前地の所在、地目、面積の下にかっこ書きで仮換地

の指定を受けた土地の所在（街区番号、地番）、面積を記載してください。 

また、その他参考となるべき事項の欄には、土地区画整理事業施行区域内の仮換地

指定を受けている土地である旨を記載し、仮換地指定通知書の写しを添付してくださ

い。 
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６ 届出書の提出先及び提出部数 
 

(１) 届出書の提出先は土地の所在する市役所・町村役場（新潟市については区役所）で

す。 

（取下げ申出書、利用目的変更届は、直接県に提出してください。） 

 

(２) 提出部数 

届出部数は３部です。 

※正本１部（県用）・副本２部（市町村用、届出者用控） 

 

７ 届出書の添付資料 
 

(１) 一般的な場合 各２部（県用正本及び市町村用） 

 

ア 位置図     縮尺１万～５万分の１の地図（市町村内の位置が分かる地図） 

イ 周辺状況図   縮尺２千５百～５千分の１の地図（住宅地図等） 

ウ 公図、更正図 

エ 土地売買等の契約書の写し又はこれに代わるその他の書類 

 

 

(２）代理人による届出の場合 各２部（県用正本及び市町村用） 

 

ア 委任状 

 

 

(３) 宅地分譲目的の素地取得の場合 各２部（県用正本及び市町村用） 

 

ア 分譲計画図（個々の区画面積がわかるもの） 

 

 

注） 上記の他にも、審査に必要な書類の提出を求めることがあります。 
 

 

８ 届出書の押印廃止について 
  

令和３年１月１日から届出者（譲受人）の押印は不要となりました。それに伴い、第三

者が届出を行う際の委任状についても、押印は求めないこととします。なお、当分の間は、

押印のある届出書についても受け付けます。 
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土地売買等届出利用目的変更届 

 

年   月   日 

 

 

新潟県知事          様 

 

住 所 

氏 名 

 

 

国土利用計画法第23条第１項の規定により   年   月   日付けで提出した

土地売買等届出書については、当初記載の利用目的を下記のとおり変更します。 

 

記 

 

１ 土地の所在 

 

 

 

 

２ 当初記載の利用目的 

 

 

 

 

３ 変更後の利用目的 

 

 

 

 

４ 変更の理由 

 

 

 

 

注 「氏名」の欄には、法人にあっては、その名称及び代表者の氏名を記載してくだ

さい。 



-15- 

 

土地売買等届出取下げ申出書 

 

年   月   日 

 

 

新潟県知事          様 

住 所 

氏 名 

 

 

国土利用計画法第23条第１項の規定により   年   月   日付けで行った下

記の土地売買等の届出については、取り下げます。 

 

記 

契約の相手 

 

方 

住 所  

氏 名  

土地の所在 

 

取下げの理由 

 

注 「氏名」の欄には、法人にあっては、その名称及び代表者の氏名を記載してくだ

さい。 

 


